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	　　　　　　　　　　　　　　　２００９年　中国の感染症

２月２４日に中国ＣＤＣから２００９年の中国における法定伝染病発病者、死亡者数の公表がありました。近い大国の感染症の現状が判ると思います。２００４年と対比しお知らせします。
２月２４日に中国疾病予防控制中心（中国ＣＤＣ）から、２月１０日に中国衛生部が公布（発表）した「２００９年全国法廷伝染病疫情」の公表（ＣＤＣホームページに掲載）がありました。２００４年（2006.2.13公表）と対比した概要は次のとおりです。

アドレス：http://www.chinacdc.net.cn/n272442/n272530/n272757/35766.html
　発病者数はＡ型H1N1インフルエンザと手足口病が加わっている関係で大きく増えています。そして梅毒、エイズの発病者が大きく増えています。死亡者数はエイズが大きく増えて葯９倍、葯6,000人増になっています。日本脳炎、マラリア症は減少したけれど、まだ多いです。主な疾病の発病者数、死亡者数は次表のとおりで、全疾病は添付のとおりです。

　２００９年中国法定伝染病報告発病者、死亡者統計表（抜粋、2004年比）

　（疾病名の訳：笈川）

２００９年

２００４年

発病者数

死亡者数

発病者数

死亡者数

法定伝染病合計

5,898,415

 15,267

3,906,609

7,248

甲乙類伝染病合計

3,499,582

 14,851

3,177,180

7,150

内数　肺結核

1.076,938

　3,783

970,279

1,435

    Ａ型肝炎

　43,841

　　21

 93,587

  40

Ｂ型肝炎

1.179,607

  792

916,426

 783

細菌性・アメーバ性赤痢

　271,551

  38

497,879

 141

淋病

　119,524

    0

225,421

  4

梅毒

306,381

  63

 92,573

  37

狂犬病

  2,213

2,131

  2,651

2,651

エイズ

  13,281

6,596

  3,054

  741

新生児破傷風

  1,412

  137

  2,954

 300

流行性出血熱

 8,745

  104

 25,041

 254

日本脳炎

  3,913

  172

  5,422

 200

マラリア症

 14,098

   10

  37,537

  32

Ａ型H1N1インフルエンザ

121,843

 654

－

－

丙類伝染病合計

2,398,833

   416

729,429

  98

      手足口病

1,155,525

  353

－

－

２００９年の数値は速報値と考えられ、来年２月に発表される２０１０年統計で、２００９年の正確な数値が入ってきます。狂犬病の発病者数と死亡者数がほぼ同じになります。

中国の統計はあまり信頼にできないとの話もありますが、現状は推定出来るのではないかと思います。個人的には、特に狂犬病はもっと多いと思い、全体的にもっと多いと思います。なおエイズは、中国では「愛滋病」で、そのものズバリという疾病名になっています。（笈川）
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